
Title 上総介忠輝 (伊達政宗海外遣使に関する疑問）
Sub Title
Author 阿部, 秀助

Publisher 三田学会
Publication year 1909

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.2, No.3 (1909. 10) ,p.263(33)- 278(48) 
JaLC DOI 10.14991/001.19091001-0033
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19091001-

0033

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


都

市

と

人

物

税

生

と

の

関

係

滋
歩
し
て
人
と
人
と
の
問
削
除
を
短
縮
せ
し
め
ー
酒
屋
に
一
一
一
旦
豆
腐
屋
に
五
回
一
し
の
川
虫
唱
感
絞
郵

日
一
品
川
一
一

32 

使

紛

問

餓

滋

等

の

カ

仁

よ
1

り
て
渡
協
の
一
枇
舎
に
宅
容
易
に
交
遊
す
る
乙
と
を
得
る
に
窓

b
粉

紳

的

距

献

は

日

々

核

近

し

つ

h

あ

-b。
去

れ

ば

昔

日

夜

今

日

も

幾

分

か

都

市

生

活

の

特

秘

文

る

人

将

修

援

の

好

機

舎

は

漸

次

地

方

に

も

均

等

に

分

配

せ

ら

る

h

の

日

み

る

べ

く

叉

今

日

と

雌

古

田

合

生

活

を

な

す

唱

の

自

己

の

努

力

に

よ

ム

ツ

新

悶

雑

誌

書

裕

子

館

業

他

あ

ら

ゆ

る

方

絵

を

利

用

し

て

枇

舎

の

刺

戟

を

受

け

多

数

の

人

と

粉

湖

、

的

に

交

議

す

る

乙

と

を

勉

め

ん

じ

は

地

方

の

自

然

的

不

利

益

を

償

び

得

て

奨

結

果

必

な

を

都

人

士

に

釘

勝

つ

乙

と

敢

て

婚

を

に

あ

ら

ぎ
る
ペ
し
。

以
上
一
品
ぴ
西
洋
感
者
の
統
計
を
蒋
人
ソ
壮
舎
の
勢
力
人
間
の
努
力
の
人
物
夜
生
に
如
何
に
有
効

に
ト
レ
〈

闘
の
隆
興
一

身

の

成

功

は

自

然

的

総

件

よ
F

り

恋

人

潟

町

勢

力

に

掠

る

腕

多

を

を

論

せ

b 

狛

日

本

に

於

け

る

都

市

と

回

合

と

の

人

物

後

生

仁

闘

す

る

統

計

を

鵠

し

深

く

之

を

研

，、
“ニ;'''f~

究
せ
ば
多
大
の
利
認
と
興
味
と
を
議
見
し
得
べ
し
と
蹴
述
、
今
袋
に
之
を
示
す
乙
と
を

m
w
y
る

は

余

の

大

仁

遺

憾

と

す

る

所

真

に

機

舎

を

見

て

再

読

す

る

所

あ

ち

ん

と

す

。

-
F 

‘_~.， ""~T 

場担画自宅

上

総

介

忠

輝

‘1 

.{ 

(
伊
達
政
宗
海
外
遺
伎
に
闘
す
る
疑
問
)

阿

音'IS

秀

助

MVω
句

070Hom門的。げ目的。
ω
ω
o
m
u
v

吉
岡
吋
OM何
回
日

ω
;
民
会
8
4
4
0
m
g
o
H
Z
$
8
4
2
5
0ロ・

hrσ
白
山
内
φ

句。げ
0巳
宮
崎

02HHm円
門
品
仏
oov
日.
0 ロ4
c:1> 

8
9
H廿
げ

ω
N
g伯
仲
田
山
p
a
m
M
o
m門
会
げ
広
O払
師
会
げ

O
M
m
v
d
t
g
E
ω
8・
民
円
。
伊
山
2
0広
u
o
u
り
UMHZHWα
・h
目
。
。
乱
。

ο品
g
戸内

g
u
九円。

HHHH
九円。吋門戸

日円。弘

o
F
寸
O
吋

poロ
向。吋

U
B
R
柄。VOHH
ロ
mv一吋mw伊
O
ロロロ
my

九円

aha
m
w
H
O
 

'" d (') 
~ 

。ドロ
ω

g
g向
。
け
げ
認
可
ロ
ロ
向
ぬ
宮
司
ωげ
3
5沙
門
ロ
ロ
向
。
ロ
ロ
会
話
。
ロ

p 
p 
ρ4 

1 

九円。誌の
H
E
M
P
H
m
j向
向
円
。

β
民
自
白

g
Q
O日
正
げ
の
例
。
吋
由
。
民
佐
伯
加
OPMHMEHHV
J

。HHO

a

、

b'σ
匂
同
ロ
向
。
M

円HHA円。ロ
οHH
向円。

m毘
吋
目
。
向
。
H
1
F民向。
5
0宮
市
宮
ロ

仲

o
g
g
百
九
日
向
円
。
同
自
己

g
m
g
m
oげ
3
8
3
L
g
u
d
S
H
O
E
n刊
の
ロ
の

g
B
N
o
p
g向
九円
3mgHMOHHWO皆
同
。
E
4
g
o
r
g
w
g白
山
o
o
v
U
向。吋

民
g
m
o
V
0
5
2
H
O
比
九
o
d司日
N
O
F
Eげ
8
・
り
M
O
Hロ
向
。
け
自
民

oロ
MMVH比

44OHo-gag
げ
M
a
B
M
m
o
g
切
信
号
口
g
ω
g
m
2
M
g
g
凶
器
"
吋
弘
o
v
g

一ヨ

.-

民
o
E
8
3
Mけ
u
V
U
5
0吋
g
吋

MVH円。

H
p
n
g
m
M
O
g
t
o目
的
。
副
司
附
凶
器
HHMHMV向
。
月
凶
VMHO-rnm吋

Nロ
ゆ
山
口
O月
げ

omRHUH芯
口
付
与

R
N
O
d
m
g町内

dodo吋
向
。
ロ

QHhw(凶
向
。
吋

3
0ロ
g
g
o
民

営

w
o
H
g
g
-
同
日
向

s
s
r
s
z
F
N誌
は
o
g
ω
O
M♂
山

g
;
o
o
v
白山
OMMgH
同
年
m
O
M
N
g向
民一
m
w
Q
〕品

σom円門。吋

o
u
m
g
ω
認

知

O口
o
m
u
g
s
-
M
U
-
-
寸
・
守
口
阿

odω
科
目
自
己
目

O
V
0
4
4
3
W
3
M
W
M
H
4
0・
8
u・

，..._... 

83 

慶

長

十

八

年

九

月

十

五

日

奥

州

仙

盈

の

議

室

伊

達

政

宗

P英
臣

文

倉

六

右

衛

門

及

ぴ

サ

シ、フ

上

総

介

怨
J

鯨

同一六十一一}



，氏、
3 、、
' 
B 

一 、L . ， 
‘ 、
-

M 

i う

¥、

上

総

介

盟

締

一
一
六
回

.34. 

一
ア
シ
ジ
ス
ゴ
阪
の
笠
敬
師
ソ
テ
ロ
等
を
探
馬
絵
王
及
び
西
班
牙
凶
正
に
遣
は

3
ん
が
潟
め
月

舗
を
出
削
仰
せ
し
め
し
こ
)
動
機
仁
歪

b
て
は
従
来
諸
騒
の
説
あ
1
9
、
第
一
の
設
は
政
宗
深
く
基
督

数
を
信
来
し
て
、
之
れ
を
其
領
内
に
輸
入
せ
ん
と
欲
し
允
F

り
し
乙
と
C

ご
第
二
の
設
は
点
山
弘
治

家
託
銀
の
書
中
仁
ゐ
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P
て
、
彼
の
作
と
稀
せ
ら
み
ー
と
那
絵
迷
邦
哨
不
終
、
欲
一
征
轡
闘
未
成
功
、
岡
市

鵬
翼
何
時
奮
、
久
一
持
扶
揺
高
史
風
」
の
詩
に
よ
ー
夕
、
彼
は
西
班
牙
館
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t

り
し
非
律
賓
を
征
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せ
ん
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銭
め
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に
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数
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り
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本
図
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欽
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め
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仁
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なし、(一一一)第一一一の

読
は
政
宗
を
以
て
倒
幕
の
野
必
を
包
滋
せ
し
唱
の
と
な
し
、
仰
や
り
彼
は
本
邦
の
基
督
滋
徒
、
西
班

牙
王
反
び
線
距
州
法
王
の
保
護
に
よ
ム
ツ
て
全
国
の
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治
継
を
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握
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と
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せ
し
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滋
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兵
の
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く
去
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銭
し
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要
は
道
徳
を
産
み
て
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軍
の
潟
め
に
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取
宅
-
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な
る
臣
下
と
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ず
る
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歪
れ
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し
て
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宝
冠
を
裁
く
べ
く
、
業
時
仁
友
べ
ば
、
官
仁
彼
白
か
ら
練
馬
数
舎
の
応
変
な
る
信
徒
花
る
の
み

な
ら
歩
、
併
せ
て
一
拐
の
他
の
者
と
弘
之
れ
仁
引
を
入
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べ
し
L
(

閥
)
と
あ
る
と
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同

b
く
段
階
本

8
4
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書
首
長
F1115hy

、男:、

邦
の
基
松
岡
敬
徒
が
縫
馬
法
王
に
来
れ
る
願
書
中
仁
「
大
な
る
門
戸
以
腕
に
開
を
ぬ
苛
上
品
w
は
上
池
一

の
奥
州
の
王
を
照
刷
版
し
校
、
ま
ぴ
ぬ
、
王
は
ま
(
勢
力
の
大
な
る
じ
於
て
、
・
何
人
を
宅
波
駕
す
、
而
し
て

余
川
裁
は
王
が
出
来
得
る
限
L
リ
早
く
息
術
と
な
ら
ん
乙
と
を
期
待
す
れ
ば
な
y

り
、
償
問
い
王
は
業
組

制
脚
力
の
鋭
敏
之
奨
精
神
の
偉
大
な
る
と
仁
於
て
、
一
一
明
の
人
々
の
問
に
赫
々
、
北
る
明
忠
一
の
如
く

輝
け
ば
な
L
リ
、
此
事
に
就
を
て
は
、
上
認
の
一
一
一
人
(
此
願
書
の
持
参
入
)
の
報
告
に
よ

b
て
、
一
見
仁
詳
細

じ
聞
き
給
ふ
可
し
し
(
五
)
と
す
め
る
い
ド
基
け
t
り
、
第
四
の
設
は
政
宗
が
百
斑
牙
玉
、
新

W
班
牙
総
督
、
サ
シ
、

ブ
テ

y

ジ
ス
コ
阪
の
宗
務
総
取
締
、
及
び
セ
ピ
!
ヤ
市
鹿
等
に
奥
ヘ
し
文
書
に
よ
ー
り
て
、
彼
が
泣

伎
の
目
的
は
会
く
幕
府
と
カ
を
協
せ
て
西
班
牙
と
通
商
依
約
を
締
結
す
る
に
あ
t

り
と
な
せ
よ
ツ
、

(
ム
ハ
)
而
し
て
以
上
の
諸
説
中
、
今
日
仁
於
〈
最
唱
有
力
な
ふ
訟
と
し
て
認
め
ら
る
は
食
に
此
第
四

説
、
と
な
す
、
然
ら
ば
邸
も
政
宗
が
海
外
遣
伎
の
動
機
は
一
仁
滋
商
上
の
別
限
ド
ト
し
て
、
他
仁
何
等

政
治
的
分
子
を
合
、
ま
含
る
か
、
余
は
…
此
疑
問
を
抱
を
て
よ
J

り
弦
仁
五
歳
、
共
同
、
微
カ
の
許
す
餓
闘

い
恥
於
て
内
外
の
史
料
を
蒐
集
ず
ゐ
と
共
に
、
叉
大
一
方
じ
は
史
厚
感
雑
誌
等
r
い
て
少
し
く
自
己

の
信
、
ポ
ノ
る
践
を
総
べ
て
、
世
の
指
数
を
乞
ぴ
し
乙
と
ゐ
2

り
、
今
や
大
日
本
史
料
第
十
二
編
之
十
二

の
必
刊
せ
J
h
J

れ

L
と
、
本
月
一
一
…
日
仙
安
市
光
明
寺
に
て
文
倉
六
右
衛
門
建
緋
除
幕
式
あ
1

り
し
機
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嫡
鵬
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思
糠

舎
を
利
用
し
て
、
再
び
同
一

コ
品
川
穴

の
問
題
を
繰

b
返
す
乙
と
1
h

な
れ

-
b、然
-m
宅
我
が
疑
は
命
ほ
依
然

と
し
て
解
け
ヂ
、
鳴
i

呼
何
れ
の
時
わ
之
れ
が
競
明
的
地
位
に
還
し
得
べ
を
ぞ
、
人
は
年
と
共
に
者

以
て
知
識
の
党
は
今
号
館
ほ
時
し
、
明
仁
識
者
の
指
数
を
仰
が
合
る
を
得
、
ヂ
。

従
来
第
凶
読
を
主
旋
す
る
人
々
が
最
号
室
ん
歩
る
史
料
は
よ
行
の
遜
諜
セ
る
ア
マ
チ
の
使
節

犯
行
と
な
す
乏
)
然
れ
ど

uυ

ほ
媛
波
伎
の
効
機
を
研
究
す
る
に
就
を
て
は
辱
ろ
政
宗
自
身
を
中

必
と
せ
合
る
可
か
ら
歩
、
否
人
は
此
紡
に
於
て
ア
マ
チ
使
館
総
行
よ

6
6
貞
山
谷
治
家
詑
鍬
を

霊
要
な
る
史
…
料
と
な
す
理
由
を
布
す
、
蓋
此
記
録
は
頗
る
精
細
に
彼
が
日
々
の
行
動
を
沌
せ
し

唱
の
み
ム
る
に
宅
不
拘
、
此
間
一
題
解
決
に
闘
す
る
直
畿
の
党
明
は
大
統
ね
恥
か
叉
花
は
ザ
付
加
の
一
一

字
を
以
て
抹
殺
せ
ち
れ
大
I

り
、
例
へ
ば
政
宗
が
ソ
一
ア
世
に
輿
ヘ
大
る
慶
長
十
八
年
卯
月
一

日

の

滋
日
放
は
あ
る
も
、
之
れ
に
抑
制
す
る
ツ
テ
ロ
の
堂
開
放
及
び
同
年
八
月
十
三
日
市
経
人
一
一
名
召
寄
せ

し
際
、
向
井
将
監
に
胤
ハ
ヘ
文
る
番
放
の
案
支
は
共
に
不
俸
と
せ
ら
れ
た
J

り
が
A

北
欧
宗
と
八
五
子

城
主
大
久
保
長
安
(
佐
渡
来
行
)
と
の
関
係
は
此
問
題
を
裏
面
よ

ιリ
解
決
す
る
に
最
古
必
要
な
る

漣
鏡
花
る
に
政
宗
が
周
年
二
月
武
州
府
中
に
-
燦
狩
ー
し
檎
じ
て
出
r

で
行
き
し
際
の
如
堂
、
共
が
滞

在
数
日
は
少
な
i

〈
之
宅
一
滋
以
上
な
る
に
日
等
不
知
と
せ
ら
れ
t
f
h
J
、
叉
允
慶
長
十
九
年
五
月

3

小
回
一
川
城
主
大
久
保
忠
隣
改
易
に
彪
せ
ら
れ
し
際
、
後
藤
助
八
郎
、
は
本
多
佐
渡
-
守
の
誉
総
を
持

し
て
仙
牽
仁
下
れ
ん
一
、
政
宗
此
書
を
見
る
や
、
急
ぎ
泡
宇
乞
認
め
て
本
多
佐
渡
に
お
る
と
共
に
、
耳

に
飛
脚
を
以
て
、
和
問
侍
従
議
笠
及
ぴ
上
総
介
応
輝
仁
向
て
書
紋
を
の
お
れ
i

り
、
而
し
て
恭
等
の
者

獄
及
び
案
女
は
同
記
鍬
に
よ
れ
ば
不
体
の
二
学
を
以
て
ぜ
ら
れ
セ
J

り
、
殊
じ
怪
ひ
可
き
は
同
月

十
六
日
よ

b
二
十
日
洛
日
刊
の
会
く
闘
失
せ
し
T

と
な

b
と
す
五
一
他
、
大
阪
佼
後
じ
於
け
る
彼
の

行
動
は
円
以
活
性
訟
を
挑
ふ
の
俄
依
あ
る
仁
不
拘
、
元
和
元
年
五
月
五
日
本
多
佐
渡
守
、
同
上
野
介
、

土
井
大
炊
仁
宛
て
大
る
案
究
、
叉
松
岡
月
八
日
嗣
子
及
び
仙
牽
留
守
応
仁
大
阪
落
減
を
報

b
t

る
も
の
、
同
月
十
日
、
本
多
佐
渡
守
、
土
井
大
炊
及
び
宇
和
島
侍
従
仁
鼠
ハ
ヘ
、
北
る
も
の
、
瓦
じ
同
月
十

}
日
侍
役
、
よ
よ
リ
小
関
釆
女
を
以
て
彼
仁
泡
'
り
な
る
書
一
獄
、
及
び
同
月
十
八
日
侍
従
に
血
ハ
ヘ
大
る

も
の
、
皆
な
不
俸
の
ニ
字
を
以
て
せ
ら
れ
食
よ
ッ
、
殊
に
甚
し
を
は
同
年
十
一
月
忠
締
勘
助
阿
を
受
け

し
際
、
政
宗
が
遣
は
し
食
る
数
多
の
誉
総
の
案
支
は
悉
く
不
俸
の
二
字
を
以
て
せ
ら
れ
大
る
如

を
J
γ

川
和
一
万
年
九
月
隣
日
の
僚
に
「
一
長
崎
に
御
飛
仰
の
乙
と
不
体
、
市
畿
人
強
天
呂
の
事
仁
就
て
日
向

宋
〈
仰
匙

3
る
?
の
y
n
t

し
不
知
L

と
あ
る
が
如
皆
、
此
の
如
き
の
例
は
同
日
記
中
山
昭
一
依
事
件
の
前

区37

後

K-
於
て
決
し
て
ゆ
/
か
ち
歩
、
彼
の
第
四
訴
を
主
張
せ
ち
る
k
B

来
日
、
森
岡
商
mん
の
如
を
は
政
宗

上

総

介

忠

腕

ロ
山
内
占
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が
征
爾
の
詩
を
以
て
恐
ら
く
後
世
他
愛
の
内
学
者
が
偽
作
せ
し
唱
の
な
ち
ん
と
一
五
へ
よ
り
、
殺
し
犬

れ
伎
の
遺
伎
が
単
に
幕
府
と
協
力
し
て
同
班
牙
と
滋
商
依
約
を
締
結
す
る
に
あ
ら
ば
、
何
一
ぞ
抹

殺
と
俄
作
と
を
な
す
必
要
あ
ち
ん
や
、
奇
人
は
此
問
の
消
息
宏
以
て
此
選
伎
が
単
に
経
締
上
の

動
機
よ
t
り
な

3
れ
し

g
の
に
あ
ら
ふ
y
し
て
、
寧
ろ
政
治
的
分
子
を
ふ
口
む
治
桟
約
滋
左
と
な
す
。

以
上
、
鴻
ぺ
し
所
は
只
だ
消
極
的
議
左
の
み
、
礎
資
な
る
餓
巣
を
な

3
ん
に
は
真
に
積
極
的
経
注

を
求
め
た
3
Q
可
わ
ら
み
ψ

ノ
、
不
幸
に
し
て
此
時
代
に
於
け
る
内
邦
史
料
の
多
く
拡
抹
殺
の
悲
運
に

遭
遇
せ
る
唱
の
多
-
廷
を
以
て
、
真
に
慾
ん
で
外
邦
史
料
を
研
究
せ
ぎ
る
可
か
ら
夕
、
而
し
て
是
等

の
史
料
中
に
奇
人
は
左
の
如
き
告
の
を
俳
文
L
リ。

川

w
大
伎
の
主
君
は
建
わ
ら
安
し
て
日
本
島
一
一
常
の
位
に
印
〈
ぺ
を
も
の
な
る
が
、
自
ら
慕
替
数

徒
と
な
t
り
て
、
練
馬
滋
舎
に
服
従
し
、
叉
他
の
人
々
を
宅
之
に
倣
院
し
め
ん
と
欲
じ
、

人
の

僧
侶
弁
に
多
数
の
笠
数
師
を
の
巡
ら
ん
乙
と
を
求
め
北
ょ
ッ
、
多
く
の
人
々
は
使
節
の
真
意
解

ナ
ペ
が
ら
み
が
J
I

窃
が
に
利
誌
を
計
る
沖
も
の
な
ら
ん
と
疑
ヘ
人
ノ
(
八
)

山
門
小
官
は
日
本
の
大
伎
を
訪
問
せ
J

り
、
木
・
年
白
闘
に
向
び
、
飛
館
ず
る
機
舎
を
失
、
弘
、
c
ら
ん
が

Fヲ， ;ム

ide:.(n-" ... 
-

斜
め
、
不
日
商
班
芳
仁
泌
が
含
る
可
ら
な
る
を
以
て
、
遺
餓
な
が
ら
閣
下
の
就
住
に
際
し
て

、

さ

L・8
3
4目、ZEat--叫
程
泊
践
し

種
空

z 
r・，

費!

敬
意
を
表
せ
ん
が
怨
め
に
、
そ
の
地
に
越
く
を
得
診
る
号
、
随
行
の
誠
去
の
一
人
に
数
多
の

僕
を
附
し
て
仮
遣
す
べ
し
と
い
へ
ん
(
九
)

川

w
大
伎
は
三
僚
の
請
願
の
中
、
唯
一
の
み
賂
許
せ
ら
れ
北
れ
ば
、
不
満
を
以
て
退
去
す
る
尚
な

L
ク
、
大
伎
は
第
一
に
、
政
宗
が
滋
が
ち
ゃ
/
、
日
本
の
皇
帝
と
な
る
べ
き
故
に
、
一
図
の
君
主
と
し

て
、
法
王
の
保
護
の
下
に
置
わ
れ
ん
乙
と
を
請
願
せ
λ
J
、
住
王
は
自
わ
ら
混
ん
で
之
を
許
す

乙
と
を
欲
せ
ぎ
る
唱
、
そ
の
大
伎
に
命

b
て
西
班
牙
図
王
と
協
議
せ
し
む
べ
し
と
答
ヘ
北

ー
リ
、
是
に
因
て
ニ
の
事
を
明
に
す
べ
し
、
其
一
は
西
班
牙
図
王
が
彼
の
図
を
以
て
白
綴
と
な

3
ん
と
の
希
望
あ
る
乙
と
巴
に
明
か
な
れ
ば
法
王
は
之
じ
閲
し
て
、
何
一
も
な
す
事
を
欲
せ

ぎ
る
事
、
又
一
は
西
班
牙
図
王
の
自
，
ち
決
す
ぺ
念
事
に
干
渉
す
る
を
欲
的
歩
、
西
班
牙
閥
主

に
濁
す
る
厚
意
の
袋
々
厚
き
を
加
ヘ
忙
る
事
な
，
夕
、
大
伎
は
第
二
に
彼
の
図
に
数
名
の
司

数
を
設
が
ん
乙
と
を
願
び
北
れ
ど
も
、
亦
聴
か
れ
や
J

、第一一一

-C
彼
の
地
仁
数
名
の
僧
侶
宮
坂

遣
し
て
型
訟
を
弘
め
ん
乙
と
を
諦
ぴ
し
じ
法
王
は
西
班
牙
駐
在
の
大
伎
に
命

b

て
、
閥
一
王

と
協
議
せ
し
め
し
上
、
少
数
の
借
侶
を
怒
る
べ
き
乙
と
を
約
せ

6
(十
)

'S9 

以
上
拡
一
一
公
伎
が
本
岡
政
府
に
奥
ヘ
し
報
告
書
の
抜
卒
ぶ
し
て
、
認
め
し
人
は
蛍
時
緯
馬
舷
捌

上
総
品
川
慾
綿

日一六九
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の
ベ
ネ
チ
ア
町
公
使
ジ
モ
ン
イ
ン
タ
リ
ノ
一
一
、
認
め
し
路
拡
緑
馬
に
点
、
認
め
し
年
月
は
川
千
六
百
十

五
年
十
…
月
レ
山
日
制
千
六
百
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

ω千
六
百
十
六
年
一
月
'
十
九
日
、
而
し

て
ベ
ネ
チ
ア
交
舎
の
償
値
は
蹴
に
大
史
家
ラ
ン
ク
ー
に
よ
'h

て
夜
掠
せ
ち
れ
し
如
く
、
加
ふ
る
に

会
伎
は
ソ
テ
ロ
と
異
な
p

り
て
、
政
宗
に
艶
し
て
は
何
等
息
怨
の
関
係
な
を
恐
卒
な
る
第
三
者
な

よ
り
、
此
一
会
卒
な
る
第
三
者
が
親
し
く
使
節
に
合
し
、
叉
大
練
馬
入
必
の
窓
向
と
、
基
督
数
従
の
守
口
之
、

彼
自
身
の
剣
断
と
に
よ
れ
ば
、
使
節
は
仮
面
を
装
ふ
て
来
れ
る
乙
と
、
彼
等
は
何
年
中
締
閣
の
治

に
就
か
ん
と
の
意
最
宅
拐
な
よ
リ
し
乙
と
、
雛
鳥
人
士
は
使
節
の
要
求
の
後
方
仁
、
具
に
大
な
る
要

求
の
秘
せ
ら
れ
し
乙
と
を
一
民
ヘ
L
リ
、
次
ぎ
に
第
二
の
外
邦
史
料
と
し
て
、

ω
ヶミ
Oけ
O
P
H
0
5門
件
。
民
吋
-
W主
0
3
Eけ
22ω
門
mnog
仲
ぷ
吋

g
g
U
Hユ
印
け

o
nロ
ω口
。
げ

O
Z
K
5
0
何
日
i

句
史

O円
(
家
康

)μEHH目的
ωO口
口
印
。

μ目的科
EV日
目
印
(
上
総
介
忠
腕
)
広
口

m
g
n
r
J
R
F
E
V・
0片山口
H
Z
民
中

ω
g
B
0
5・り
o口
O(政
由
g
i
-
-
-
J
i
-
-
j
i
-
-
:
・
(
十
ご

山
門
凶
作

5
3
M
M包
ロ
2
ω
γ
o
d
q
p
-
u
r
B
G
o
ヱ
紹
介
応
部
)
げ
白
け
げ
の
口
け

HHU
ぴ
巳

y
g
g
m
仰
け
付
加
可
丘
町
向

om

仲
5
8
8
a民
日
付

MM町
内
山

S
O吋
(
家
康

E
E
F
o
F
m吋
(
秀
忠
)
け

QEJ10
仏

2
8日
仏
け

v
m
g
g仏
印
日
付
口
勺
町
内
仏
何

MMHa

v
g
g印
(
発
頼
)
民

MgmgM0・H
け

g
p
oロ
m
v
tぷ
当
日
日
目
的

o
o
v
R仏
-s，
町
長
足
g
g
B
O
R
-り
oロ
ow
町
民
的
定
日

M
q
g
H民需・

富
喜
密

造
苦
察

署
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3 
i 
型

軽

な
時

i 
~ 

R 

E 
書

量
ま

J
t
t
u時
刻
司
窃
週
翠

aiE若草一
a
;草
野i

芸
誌イ

〈
十
二
)

川

w
出向同

O門
的
円

OMUO吋け巾
ω
m
ω
3
8
0ロ
2
g
z
v
o
何

gMU印吋
O吋
(
家
康
)
円
山

0
5
仏
ユ

R
8
8
S
勺

忌

試

g
g
g
o
s
a

り

oDO(政
宗
)
包
仏
け

VO
同三
mom
ペ
仰
の
お

S
H
O
仏
印
弘

Y
4ぐ
山
岳
山
口

o
s
o吋け
O口
0
0吋
日
々
口
問
:
:
J
i
-
-
:
:
・(十一一一)

以
上
は
日
間
の
抜
平
に
し
て
、
認
め
し
人
は
平
戸
に
於
け
る
、
英
図
来
印
皮
商
舎
館
長
uy
チ

ヤ

}

ド、コ

y
グ
ス
、
認
め
し
蕗
は
平
戸
に
し
て
、
認
め
し
年
月
以

ω千
六
百
十
六
年
二
月
二
十
九
日
例

‘
 

h' 

千
六
百
十
六
年
八
月
十
八
日

ω千
六
百
十
六
年
十
月
十
五
日
な

-b
と
す
、
而
し
て
彼
が
議
日
記

仁
向
て
最
毛
応
変
仁
事
費
を
認
識
せ
し
乙
と
は
、
史
料
と
し
て
此
日
誌
の
重
性
ら
る
h

所
以
な

1
Y
、
以
上
ニ
史
料
ド
加
ふ
る
に
、
百
円
余
の
補
助
史
料
と
し
て
は
、
千
六
百
十
六
年
四
月
十
必
日
マ
ド

リ
ヅ
ト
駐
制
の
法
王
の
大
使
よ
F

り
、
カ
ル
デ
ナ
ル
、
ポ
ル
グ

l

ぞ
に
賠
よ
り
し
書
中
広

「
設
に
と
の
パ

i
ド
レ
(
ソ
テ
ロ
)
仁
関
し
て
、
閣
下
に
隠
匿
す
べ
か
ら
合
る
一
事
あ

b
~邸
中
D
H
を

結
ふ
て
不
信
用
を
鳴
し
、
そ
の
来
伎
の
極
回
目
に
確
変
な
ら
な
る
と
乙
ろ
を
接
見
す
る
と
と
な

ょ
ッ
、
日
本
の
騒
援
の
報
知
宅
亦
耶
蘇
舎
の
宣
数
師
等
ょ
ん
/
得
、
な
る
と
乙
ろ
な
F
h，r
、
彼
等
は
最
持
、

普
く
彼
地
の
一
事
情
仁
議

b
、
巧
み
仁
事
を
鹿
迎
す
る
が
故
仁
、
乙
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
彼
等
忠

信
頼
す
る
乙
と
月
以
越
蛍
な

b
、パ

1
ド
レ
デ
テ
廿
除
、
業
所
説
'K
維
持
せ
ん
が
斜
め
に
奥
州
の

41 

上
総
品
川
郡
部

日
一
占
日
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間
玉
川
炉
混
A
H
A

常
の
死
&
待
、
北
・
ボ
/
し
て
、
帝
国
を
奪
ほ
ん
と
欲
し
、
兵
を
怒
げ
ん
i

問
主
殺
し
勝
利

を
得
ば
、
基
督
殺
は
大
に
隆
昌
に
越
く
べ
し
と
云
ヘ
F
A
ノ
、
禁
く
ば
斯
く
の
如
く
な
が
ら
ん
乙
と

を
紳
に
腕
る
」
(
十
四
)

次
ぎ
に
千
六
百
十
レ
七
年
五
月
、
パ

l

ド
レ
、
プ
一
プ
イ
、
ル
ナ
ス
デ
テ
ロ
及
び
同
行
の
日
本
人
に
封
し

返
答
を
輿
ふ
る
潟
め
、
西
班
牙
極
滋
命
討
議
の
悶
王
に
奏
悶
せ
る
事
項
中
に

ー
彼
地
方
の
事
情
に
週

b
、
北
る
唱
の
1
3

読
合
同
す
る
と
乙
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
等
を
遣
は
し
北
る
奥

州
の
王
は
、
日
本
の
皇
帝
に
服
従
し
文
る
諸
王
中
、
最
毛
強
大
な
る
唱
の
に
し
て
、
現
皇
帝
の
死

後
帝
位
に
上
る
べ
き
望
あ
t
り
、
彼
若
し
我
に
訴
し
て
、
好
意
を
有
せ
ば
、
皇
帝
北
る
に
及
ん
で
、
布

数
の
殺
め
、
大
な
る
便
宜
あ
る
ぺ
し
L

(

十
五
)

叉
北
千
六
百
十
八
年
二
月
四
日
ブ
ラ
イ
、
ル
イ
ス
、
ソ
テ
ロ
が
メ
キ
ジ
コ
よ
'
り
レ
ル
マ
誌
に
血
ハ
ヘ

し
蛍
日
中
に

「
日
本
般
の
長
は
上
流
の
武
士
な
る
が
、
蛍
地
に
於
て
洗
殺
を
受
け
熱
必
な
る
教
徒
と
な
れ
ん
J

、

;ぷi…

彼
の
守
口
に
よ
る
に
、
政
宗
は
そ
の
隠
下
の
悉
く
基
督
教
徒
と
な
ら
ん
乙
と
を
望
み
、
叉
自
ら
基

督
教
に
畑
町
依
し
、
皇
帝
よ

b
治
容
を
受
け
つ

h

あ
る
一
一
一
十
駕
の
日
本
の
滋
徒
を
部
下
と
な
し
、

額

返

護
軍

.-・ー‘も

そ
の
助
勢
に
よ
λ
ソ
て
息
滑
と
な
t

り
、
自
ら
永
く
、
帝
位
に
あ
ら
ん
乙
と
を
希
望
す
る
尚
な
b
h十

ム
ハ
)

斯
く
の
如
く
、
鹿
を
異
仁
し
、
時
一
を
異
に
し
、
は
一
校
入
を
異
に
せ
る
是
等
の
史
資
が
放
て
る
疑
問
の

失
は
共
に
政
宗
に
あ
柁
れ
よ
り
ー
吾
人
は
乙
の
泣
伎
が
単
な
る
経
締
上
の
理
由
よ
ム
ツ
唱
、
政
治
上
の

意
義
を
有
す
る
と
と
の
一
甚
だ
大
な
る
所
以
を
信
ポ
ノ
る
三
共
に
、
第
三
読
の
一
府
荷
台
}
王
冠
は
、
準

ろ
政
宗
自
身
に
あ
ら
ヤ
ー
し
て
、
彼
の
女
婿
上
総
介
忠
輝
を
滋
味
ず
る
も
の
な
t

り
と
す
。

上
総
介
忠
輝

大
久
保
官
民
安
(
佐
渡
金
山
奉
行
)

ー
ソ
テ
ロ
:
:
;
:
商
班
牙
維
馬
怯
王

一i
和
外
宗
友
:
:
:
大
阪
方

ハ
]
〉
実
合
大
右
衛
門
]
行
が
月
捕
を
山
山
M
M
帆

せ

し

世

帯

授

は

貞

肉

る

治

家

詑

銭

に

48 

寸
十
五
日
間
以
午
、
比
日
南
竣
悶
へ
波
サ
ル
、
同
漁
船
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産
業
組
合
の
鼻
組

が
犬
れ
以
上
に
は
行
け
な
い
、
そ
乙
寸
サ
イ
芯
-
Y
F
乙一五ふ

村
で
補
溺
自
殺
育
を
受
け
ま
し
花
、
千
八
百
三
十
五
年
に
年

十
七
の
時
砲
兵
の
持
遜
の
兵
卒
と
し
て
入
滋
致
J

し
ま
し

花
、
犬
れ
わ
ら
千
八
百
三
十
八
年
に
優
等
の
成
績
を
以
て

砲
兵
工
科
的
中
松
な
る
も
の
郎
も
東
京
の
略
兵
ヱ
憾
の
事
仁

あ
λ
ッ
ま
ず
様
な
、
ア
ノ
態
校
に
入
絞
し
花
、

3
う
し
て
H
M

は
各
丈
け
あ
る
的
中
絞
で
各
レ
心
筋
月
あ
I

り
ま
す
、
二
箇
年
開

業
母
校
に
行
っ
て
卒
業
し
忙
の
で
あ
t

り
ま
す
、
千
八
百
間

十
年
に
呉
感
校
を
卒
業
致
し
、
ψ

出
し
て
千
八
百
凶
十
一
年
に

軍
曹
と
し
て
サ
イ
エ
シ
に
越
径
数
し
す
、
し
士
、
共
の
サ
イ

£

y
と
一
五
ふ
所
に
ほ
的
る
と
を
に
一
プ
イ
ブ
ア
イ
ゼ
ン
は
め
何
L
リ

前
の
兵
隊
で
は
鉱
山
い
、
賞
。
前
の
軍
背
で
は
な
い
、
勝
家

の
有
る
m
阜
市
日
で
あ
ん
ま
ず
か
ら
ナ
カ
/
¥
把
然
し
て
応
ら

ぬ
、
忽
も
サ
イ
エ
シ
の
青
年
舎
に
這
入
つ
花
、
其
背
似
合

の
ユ

i
Jア
ル
ヒ
ヤ
(
喜
び
の
人
)
に
混
入
っ
て
純
逃
の
女

患
を
感
ぴ
、
一
品
目
換
を
母
な
ん
f

町
、
非
常
仁
一
段
脳
の
疎
雑
な
荒

っ
ぽ
い
兵
士
が
、
大
い
に
俊
し
い
刀
九
市
備
な
組
側
逃
女
感
玄

多
少
窺
ふ
事
が
出
来
、
党
の
で
あ
'
り
ま
す
、
同
時
仁
青
年
令

仁
日
一
ぬ
入
つ
女
御
践
で
青
年
舎
の
世
話
を
此
人
ほ
し
従
者
で

元蒜

i演

一
プ
イ
プ
ア
イ
ゼ
ン
の
俸

鹿
廊
義
恥
一
一
一
溜
川
M
8
J舎
に
於
て

件

抗

感

博

士

矢

作

栄

蔵

述

ラ
イ
ブ
ア
イ
ゼ
y

l
し
中
し
ま
す
人
以
本
の
上
で
は
大
人

物
の
や
う
に
見
え
ま
す
が
、
彼
の
生
活
は
小
コ
な
健
会
な

唱
の
で
あ

b
A
1ナ
、
千
八
百
十
八
年
の
三
月
対
日
夜
の
十

一
時
仁
一
プ
イ
シ
何
の
文
疏
の
チ

1
グ
と
一
五
ふ
河
の
迭
の
A

ム
I
ζ

云
ふ
村
に
生
れ
ま
し
化
、
彼
は
村
長
の
息
子
で
あ
λ
ツ

ま
し
て
、
主
三
つ
の
年
に
親
が
死
ん
だ
の
で
あ
F

り
ま
す
、

其
ラ
イ
ブ
ア
イ
ゼ
ン
の
如
き
立
探
な
人
物
の
尖
に
も
似
合

は
歩
親
は
非
常
な
い
畑
一
夜
/
で
あ
y
り
ま
し
て
、
同
ゃ
く
か
ら
村
長

を
怒
職
し
な
け
れ
、
ば
な
ち
ぬ
や
う
に
健
康
を
容
し
、

3
う

し
て
早
く
死
ん
、
だ
の
で
あ

b
ま
ず
、
ず
あ
る
か
ち
随
っ
て

家
政
向
信
不
如
訟
で
あ
1

り
ま
し
北
、
小
説
e

絞
に
は
行
つ
北
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